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条項   本⽂ 

4-2. 
データ提供者

の権利 

①  

データ提供者は、インフォームドコンセントの説明
⽂書の中で指定している制限項⽬（研究対象
疾患の限定等）に準じて、データ利⽤時の制限
事項を設定することができる。 

データ提供者は、インフォームドコンセントの説明⽂書の中で
指定している制限項⽬（研究対象疾患の限定等）に準
じて、データ利⽤時の制限事項を設定することができる。更
に、“AMED policy”を制限事項に設定することができ
る。 

③ - 提供したデータの利⽤の可否を原則的に判断することが
できる（必要に応じて AMED が調整を⾏う） 

4-3. 
データ提供者
の責務 

①  

データ共有⽅針を提⽰する助成機関による助
成の期間終了後 3 年以内、または、プロジェク
ト等の期間終了後 3 年以内の何れか早い時点
までに全データを公的データベースから公開する
こと。 

研究費申請の際に提出した Data Management Pl
an に基づくデータ提供を⾏うこと。AGD に登録したデー
タを公開データベースに移⾏する時期については定めず、
3 年毎にグループ共有期間の延⻑を要求することができ
る。 

5-1. 利⽤資格 

① 

①関連研究に従事したことのある研究者（⼤
学、公的研究機関、または⺠間企業等に所属
しており、関連研究に関する研究歴のある
⼈）。学術研究もしくは公衆衛⽣の向上に貢
献する研究への利⽤に限る。申請の際に、利⽤
を希望するデータと関係のある研究に関するこれ
までの論⽂等を提⽰すること。 

研究グループの既存データの拡充・充実等に資するデータ
を提供する研究者等、データ⽣産や品質向上・付加価値
付け等に貢献・協⼒できる研究者等、その他、データの蓄
積・活⽤等に貢献・協⼒を期待できる研究者等。 

  
グループ共有データの利⽤申請に先⽴ち、デー
タ利⽤者要件を満たすことを確認し、必要な⼿
続きをすること。 

データ利⽤を希望する者は、全員、データ提供者からデー
タ利⽤の許可を受けていることを証明する資料を取得する
こと。 

5-3. 
データ利⽤者
の責務 

④ 

データ利⽤者の限定（申請された研究代表者お
よび研究代表者と同⼀機関に所属する研究分
担者に限る。） 

データ利⽤者の限定（申請された研究代表者および研究
代表者と同⼀機関に所属する全研究分担者は、データ提
供者からデータ利⽤の許可を受けること。受託者も含
む。） 

⑫ 

データ利⽤者は、『NBDC ヒトデータグループ共有
データベース』利⽤状況の公開にあたり、NBDC
が個別情報あるいは統計情報を公表することに
ついて了承すること（公開される個別情報の
例︓利⽤データの Dataset ID、データ利⽤
者⽒名、所属機関、国・州名、 
データ利⽤期間、研究題⽬）。 

データ利⽤者は、『NBDC ヒトデータグループ共有データベー
ス』利⽤状況の公開にあたり、NBDC が統計情報を公表す
ることについて了承すること。データ利⽤者情報は公表され
ない。 

⑬ 

データ利⽤者は、『NBDC ヒトデータグループ共有
データベース』利⽤状況の公開に資するため、NB
DC および関係者が、データ利⽤者の申請時から
利⽤終了報告時の情報、事故発⽣時の情報等
データ利⽤に関する情報を保持していることを了
承すること。 

データ利⽤者は、『NBDC ヒトデータグループ共有データベー
ス』利⽤状況の公開に資するため、NBDC および AMED
が、データ利⽤者の申請時から利⽤終了報告時の情報、
事故発⽣時の情報等データ利⽤に関する情報を保持して
いることを了承すること。 

5-4. 利⽤の⼿順 ⓪ - 

データ利⽤を希望する者は全員、データ提供者からデータ
利⽤の許可を受けたことを証明する資料を取得し、データ
利⽤申請時に根拠資料として他の必要書類と⼀緒に提
出すること。 

5-6. 利⽤の停⽌ ①  

データ利⽤者に「５－３．データ利⽤者の責務」
の各事項に対する違反、またはセキュリティガイド
ラインに反することが疑われる場合、NBDCが関
係者から必要な情報提供を得た上で不正に関
する調査を⾏い、調査結果に基づいて NBDC ヒ
トデータ審査委員会が不正の有無を判断する。 

データ利⽤者に「５－３．データ利⽤者の責務」の各事項
に対する違反、またはセキュリティガイドラインに反することが
疑われる場合、NBDC と AMED において不正に関する
調査を⾏い、調査結果に基づいて NBDC ヒトデータ審査
委員会が不正の有無を判断する。 

7. その他 ②  ― AMED は、AGD に登録されたデータの利⽤を促進する
ために必要な措置を講じることができる。 

 


